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爽秋行雲

　９月中頃、まだ暑い日が続いて
いる頃ですが、澄み切った青空、流
れる雲は秋の気配でした。
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目
指
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
秋
よ
り
秋
季
作

業
を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
担
い
手
不
足
や
TPP
参

加
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻
く
環

境
が
変
化
し
、
深
刻
な
課
題
に

直
面
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
時
代
の
変
化
に

対
応
し
、
経
営
の
発
展
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
中
で
、
地
域
か
ら
信
頼
さ

れ
、
担
い
手
と
な
れ
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

天
王　

阿
部
直
樹　
　

　

我
が
家
は
、
17 

ha
の
水
稲
を

中
心
に
、
機
械
作
業
受
託
や
ケ

イ
ト
ウ
、
ヒ
マ
ワ
リ
、
冬
は
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
な
ど
の
季
節
の
切

花
を
生
産
し
て
い
る
専
業
農
家

で
す
。

　

今
年
か
ら
、
後
発
で
は
あ
り

ま
す
が
、
省
力
・
低
コ
ス
ト
化

の
一
環
と
し
て
水
稲
の
点
播
直

播
を
始
め
ま
し
た
。
10
数
年
前

の
直
播
の
イ
メ
ー
ジ
し
か
知
ら

な
い
私
に
と
っ
て
、
資
材
・
機

材
の
進
化
し
た
新
た
な

る
稲
作
の
形
に
触
れ

て
、
目
を
剥
く
思
い
で

し
た
。
こ
れ
を
移
植
栽

培
と
併
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
省
力
化
と
作
期

分
散
効
果
に
よ
っ
て
、

さ
ら
な
る
規
模
拡
大
を

真
中　

高
橋
拓
也　
　

　

我
が
家
の
経
営
の
概
況
は
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
４
ha
、
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
切
花
40
万
本
、
そ

の
他
野
菜
類
、
切
り
花
類
が
あ

り
ま
す
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
中

心
と
し
て
、
周
年
的
に
農
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
農
業
大
学
校
卒
業
後
、

ユ
リ
切
花
農
家
に
一
年
間
研
修

へ
行
き
、
ユ
リ
の
勉
強
を
し
、

現
在
就
農
10
年
目
で
す
。

　

就
農
後
、
自
分
の
作
目
と
し

て
、
ユ
リ
・
カ
ラ
ー
切
花
を
始

め
ま
し
た
。
数
年
間
は
な
か
な

か
良
い
花
が
作
れ
ず
、
管
理
の

大
切
さ
、
知
識
の
少
な
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

　

色
々
な
体
験
を
す
る
中
で
、

ハ
ウ
ス
内
の
作
物
の
温
度
管
理

や
水
管
理
の
基
本
が
一
番
大
事

だ
と
思
い
実
行
し
た
結
果
、

徐
々
に
良
い
花
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

失
敗
し
た
時
は
と
て
も
悔
し

く
辛
い
の
で
す
が
、
そ
の
こ
と

が
良
い
花
が
で
き
た
喜
び
を
大

き
く
し
て
く
れ
ま
す
。
成
功
も

失
敗
も
自
分
次
第
。
そ
れ
が
農

業
の
楽
し
さ
や
魅
力
だ
と
思
い

ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　先般、若い農業後継者の方々と農業委員との意見交換がありました。
　現在の農業情勢は、農家戸数の減少、高齢化や担い手不足、遊休農地の増加
など課題が山積して、将来、農業生産にあたえる影響の「不安」がぬぐえませ
ん。
　この様な情勢下の中にあっても、しっかり足を地につけて、将来の農業設計
を語ってくれた農業後継者が多くおられることを力強く感じました。その中か
ら３名の若い農業後継者に、それぞれの「思い」を語ってもらいました!!

菅
谷　

中
野
浩
一

　

我
が
家
は
菅
谷
地
区
で
、
酪

農
＋
稲
作
を
営
ん
で
い
ま
す
。

　

私
が
就
農
し
た
の
は
、
平
成

13
年
４
月
な
の
で
、
早
い
も
の

で
丸
12
年
が
経
過
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
間
に
も
、
畜

産
を
め
ぐ
る
情
勢
は
大
き
く
変

化
し
て
き
ま
し
た
。

　

日
本
が
TPP
に
参
加
す
れ
ば
、

さ
ら
に
厳
し
い
環
境
に
さ
ら
さ

れ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
逆
風
に
立
ち
向
か

う
た
め
、
稲
作
部
門
の

生
産
調
整
部
分
を
稲
発

酵
粗
飼
料
（
WCS
）
の
生

産
で
飼
料
費
の
節
約
。

ま
た
、
良
質
堆
肥
に
よ

る
良
質
米
の
生
産
を
行

い
ま
す
。
月
岡
地
区
の

「
わ
く
わ
く
フ
ァ
ー

ム
」
内
で
自
家
産
生
乳
を
原
料

と
し
た
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
販
売
、

牛
乳
以
外
に
も
地
元
の
旬
の
果

物
・
野
菜
を
原
料
と
す
る
こ
と

で
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト
と
と
も
に
新

発
田
産
の
農
産
物
を
市
外
・
県

外
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
私
は
新
発
田
農
業
士

会
の
会
長
を
仰
せ
つ
か
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
会
の
メ
ン
バ
ー

を
は
じ
め
、
若
い
後
継
者
の
力

と
知
恵
を
あ
わ
せ
て
未
来
の
農

業
を
創
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

天
王

阿
部
　
直
樹

真
中

高
橋
　
拓
也

新発田の農業を
俺たちにまかせろ!!
新発田の農業を

俺たちにまかせろ!!

菅
谷

中
野
　
浩
一

特集
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総 農 家 数
専 　 　 業
第１種兼業
第２種兼業
（データ：農林統計）

平成12年
4,678
321
720
3,637

認定農業者
51歳以上人数

認定農業者
50歳以下人数
　　計
（データ：市農水振興課）
＊個人のみ（法人除く）

平成20年3月

605

82

687

認定農業者
51歳以上人数

認定農業者
50歳以下人数
　　計

平成25年3月

563

102

665

認定農業者
51歳以上面積

認定農業者
50歳以下面積
　　計
（データ：市農水振興課）
＊個人のみ（法人除く）

平成20年3月

3,420

473

3,893

認定農業者
51歳以上面積

認定農業者
50歳以下面積
　　計

平成25年3月

3,453

716

4,169

総 農 家 数
専 　 　 業
第１種兼業
第２種兼業

平成22年
3,179
452
534
2,193

50a未満
50～100
100～150
150～200
200～300
300～500
500～1,000
1,000～
　　計
（データ：農林統計）

平成12年
290
824
881
859
996
582
209
37

4,678

50a未満
50～100
100～150
150～200
200～300
300～500
500～1,000
1,000～
　　計

平成22年
150
500
504
535
659
479
271
81

3,179

平成12年 平成22年

平成12年 平成22年

平成20年 平成25年

平成20年 平成25年

コメント
　……専業農家が10年前から131戸増えています。しかし、全体で1,499戸が農家でなくなっております。今後法人化な
どにより反別の少ない農家の減少は、加速化されると思われます。

＊ 認定農業者とは……農業経営基盤強化促進法に基づいて、自主的に農業経営改善計画を作成し、市町村から認定を受けた農業者

コメント
　……10年前と比較して、500a未満までの販売農家数が1,605戸減少しています。逆に500a以上の販売農家数が106戸
増えています。年々、認定農業者などに農地が集約され、大規模化していくことがわかります。

コメント
　……認定農業者の認定者数は、全体の５年前と比較でほぼ横ばいの状況です。50歳以下の者は約1/4（24.3％)の増と
なっています。これは、高齢者のリタイアまた、後継者への経営移譲があったものと推定されます。このことから、若く
意欲の高い農業者が増加したことが伺えます。

コメント
　……認定農業者への農地集積は５年前と比較して、全体では７％伸びております。さらに、50歳以下の者への集積率
は、対比51.3％の大幅な増となっています。また、50歳以下の１認定農業者当たりの面積が平成20年5.76ha、平成25年
7.01haで1.25ha(21.7％)となっていることから、担い手への集積が進んでいることが伺えます。

専業321戸

500～1,000a未満

～500a未満

1000a～ 500～1,000a未満

82人 102人

605人 563人

473ha 716ha

3,420ha 3,453ha

～500a未満

1000a～

第１種兼業
　720戸

第２種兼業
　3,637戸

専業452戸
第１種兼業
　534戸

第２種兼業
　2,193戸

（単位：戸）

（単位：戸）

（単位：人）

（単位：ha）

参 考 数字で見る市の農業
　　販売農家数

　　耕作面積ごとの販売農家数

　　認定農業者数

　　認定農業者数 耕作面積

■認定農業者 51歳以上 面積
■認定農業者 50歳以下 面積

■認定農業者 51歳以上 面積
■認定農業者 50歳以下 面積

■認定農業者 51歳以上 人数
■認定農業者 50歳以下 人数

■認定農業者 51歳以上 人数
■認定農業者 50歳以下 人数

平成25年8月号



方
、
定
年
退
職
さ
れ
た
方
で
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
の
栽
培
を
2.6
　

ha
、
ま
た
新
た

に
１
ha
を
新
植
し
成
果
を
上
げ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
と
法
人
と
の
結
び
つ

き
、
統
合
も
大
き
な
検
討
課
題
だ
そ

う
で
す
。
三
つ
目
に
、
コ
ス
ト
の
削

減
で
経
営
規
模
の
拡
大
80
〜
100
　

ha

に
、
ま
た
Ⅴ
溝
直
播
栽
培
の
面
積
を

増
や
し
、
労
力
を
削
減
し
新
規
作
物

の
導
入
だ
そ
う
で
す
。
今
後
、
水
稲

で
は
60
　

Kg
　

当
り
、
生
産
費
１
０
，

０
０
０
円
以
下
を
目
標
に
邁
進
し
ま

す
と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

（
増
子
委
員
）

「
に
い
が
た
ブ
ラ
ン
ド
」
を

確
立
し
て
い
く
計
画
も
あ
り

ま
す
。
新
発
田
市
に
は
「
ア

ス
パ
ラ
」
も
あ
り
ま
す
。

　

当
地
区
に
は
、
葉
タ
バ
コ

を
や
め
た
畑
が
あ
り
、
こ
の

地
区
の
気
候
、
土
壌
に
適
し

た
作
物
を
栽
培
し
、
競
争
力

を
高
め
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を

確
立
し
、
そ
れ
に
よ
る
「
耕

作
放
棄
地
」
の
活
用
、
そ
し

て
知
的
財
産
と
し
て
登
録

…
…

な
ん
て
の
は
先
の
話
だ

ろ
う
が
、
地
域
農
業
を
考
え

る
た
め
、
ま
ず
、
何
が
地
域

の
特
産
に
な
る
か
、
栽
培
は

可
能
か
、
そ
し
て
地
域
の
広

範
囲
で
作
付
け
し
て
く
れ
る

か
な
ど
、
あ
わ
せ
て
ブ
ラ
ン

ド
登
録
の
可
能
性
の
勉
強
で

も
始
め
て
行
き
た
い
も
の
で

す
。

（
坂
野
井
委
員
）

　

平
成
18
年
か
ら
商
標
法
の

改
正
に
よ
り
、
ブ
ラ
ン
ド
名

を
登
録
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
以
前
は
夕
張
メ
ロ

ン
な
ど
数
件
し
か
な
か
っ
た

も
の
が
、
松
坂
牛
、
関
ア
ジ

等
な
ど
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
地
域
名
と
商
標
名
を
組

合
わ
せ
登
録
し
や
す
く
な

り
、
類
似
品
の
横
行
を
抑
え

て
、
特
産
ブ
ラ
ン
ド
保
護
、

競
争
力
向
上
や
地
域
振
興
に

つ
な
げ
て
行
く
動
き
が
あ
り

ま
す
。

　

新
潟
県
も
コ
シ
ヒ
カ
リ
、

ル
レ
ク
チ
ェ
、
越
後
姫
が
あ

り
ま
す
が
、
首
都
圏
に
目
を

向
け
る
と
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

を
除
い
て
は
全
般
的
に
知
名

度
が
低
い
状
況
に
あ
り
、

　

今
回
は
、
県
内
で
は
初
め
て
と
言

う
集
落
全
農
家
が
参
加
し
た
農
事
組

合
法
人
「
道
賀
」
近
藤
組
合
長
さ
ん

を
お
尋
ね
し
ま
し
た
。
圃
場
整
備
完

成
を
機
に
、
平
成
13
年
８
月
に
集
落

全
農
家
で
の
生
産
組
合
を
設
立
そ
の

後
、
関
係
機
関
の
指
導
の
下
、
率
先

し
て
法
人
化
す
る
こ
と
に
よ
り
少
し

で
も
地
域
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
の
思

い
か
ら
、
平
成
19
年
１
月
に
法
人
を

設
立
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
経
営
面
積
は
、
42
　

ha
で
水

稲
が
33.1
　

ha
と
大
豆
が
8.9
　

ha
で
全
て
JA

に
出
荷
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
組
合

員
は
15
名
で
そ
の
内
、
理
事
２
名
、

監
事
１
名
と
協
力
員
（
役
員
）
４
名

で
運
営
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
し
か

し
、
作
業
を
行
う
際
、
土
曜
、
日
曜

に
は
大
勢
集
ま
る
が
平
日
は
人
が
足

り
な
く
て
、
困
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
又
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
と

し
て
三
つ
程
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

ひ
と
つ
に
は
、
後
継
者
対
策
で
現
在

40
代
の
若
い
後
継
者
が
２
名
い
ま
す

が
、
さ
ら
に
後
継
者
対
策
の
た
め
に

は
、
新
規
作
物
の
導
入
そ
し
て
加

工
、
販
売
と
６
次
産
業
化
へ
と
年
間

を
通
し
て
の
仕
事
の
確
保
な
ど
の
検

討
、
ふ
た
つ
目
に
は
、
組
織
の
合

併
、
今
組
合
員
の
中
に
専
業
農
家
の

地
域
ブ
ラ
ン
ド
を

　
考
え
て
み
ま
す
か
？

地
域
ブ
ラ
ン
ド
を

　
考
え
て
み
ま
す
か
？

お
尋
ね
し
ま
す

お
尋
ね
し
ま
す

平成25年8月号



　

「
さ
あ
、
行
く
ぜ
〜
」
か
あ
ち
ゃ
ん
を
留
守
番
に
、
こ
の
日
の
た
め
に
、
毎
月

五
百
円
ず
つ
定
額
預
金
を
し
て
何
十
年
。
42
歳
の
厄
払
い
旅
行
に
続
き
還
暦
旅
行

は
、
一
路
北
海
道
の
旅
で
し
た
。

　

時
間
に
た
っ
ぷ
り
余
裕
の
あ
る
仲
間
は
、
フ
ェ
リ
ー
で
ゆ
っ
た
り
の
18
時
間
の

長
旅
（
た
だ
し
、
朝
三
時
半
に
お
起
こ
さ
れ
ま
し
た
）
、
そ
う
で
な
い
仲
間
は
、

一
時
間
余
り
の
飛
行
機
で
新
千
歳
空
港
着
。

　

合
流
し
て
「
い
ざ
出
発
」
、
初
日
は
、
宴
会
と
カ
ラ
オ
ケ
で
の
大
騒
ぎ
、
二
日

目
は
ビ
ー
ル
園
で
の
生
ビ
ー
ル
に
バ
イ
キ
ン
グ
料
理
の
食
べ
放
題
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
ち
ょ
こ
っ
と
夜
の
散
策
。
札
幌
は
昔
の
イ
メ
ー
ジ
と
違
い
大
都
会
、

若
者
た
ち
が
夜
遅
く
ま
で
徘
徊
し
、
じ
い
さ
ん
、
ば
あ
さ
ん
に
、
中
国
系
の
旅
行

者
が
大
き
な
声
で
集
団
行
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

豊
か
な
自
然
と
広
大
な
天
地
を
も
っ
た
北
海
道
は
、
地
球
温
暖
化
で
美
味
し
い

お
米
が
大
量
に
生
産
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
ご
飯
も
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

最
終
日
、
「
白
い
恋
人
」
と
「
ホ
ッ
ケ
」
を
大
量
に
買
い
込
み
、
飛
行
機
で
帰

路
、
そ
し
て
「
は
ば
き
ぬ
き
」
を
し
て
我
が
家

へ
帰
宅
し
ま
し
た
。

　

我
ら
は
、
中
学
校
の
同
級
生
で
、
地
元
で
生

ま
れ
育
ち
、
仕
事
も
色
々
で
す
。
外
見
は
違
っ

て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
仲
間
は
本
当
に
良
い
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　

男
性
の
平
均
寿
命
は
、
79.4
歳
で
あ
り
、
古

希
・
傘
寿
と
続
く
け
れ
ど
、
い
つ
ま
で
こ
の
メ

ン
バ
ー
で
い
ら
れ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
で

も
、
「
心
の
友
」
が
い
る
か
ら
こ
そ
今
が
あ

り
、
こ
の
先
が
あ
る
の
だ
と
私
は
思
う
。

（
石
井
委
員
）

　

５
月
23
日
冒
険
家
、
三
浦
雄
一
郎
さ
ん
（
80
歳
）
が
、
エ
ベ
レ
ス
ト
登

頂
に
成
功
し
ま
し
た
。
史
上
最
高
齢
記
録
で
す
。

　

「
夢
を
持
ち
続
け
る
姿
は
我
々
の
か
が
み
」
と
大
勢
の
人
は
思
う
。
三

浦
さ
ん
は
「
70
歳
や
80
歳
で
自
分
を
諦
め
る
人
が
多
す
ぎ
る
。
ま
だ
ま
だ

80
歳
が
ス
タ
ー
ト
だ
と
思
え
ば
、
人
生
が
面
白
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
農
業
・
農
村
地
域
は
、
後
継
者
、
担
い
手
不
足
と
い
わ
れ
深
刻
化

し
て
い
ま
す
。
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
率
を
50
％
か
ら
80
％
に
引
き
上
げ

る
と
い
う
が
、
遅
々
と
し
て
進
み
ま
せ
ん
。
大
規
模
農
家
頑
張
っ
て
い
ま

す
が
、
次
の
世
代
に
つ
い
て
は
？
大
企
業
が
農
地
を
取
得
し
て
農
業
に
参

入
す
る
の
か
？
TPP
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
？
大
変
な
問
題
が
山
積
み
で

す
。

　

地
域
、
集
落
、
多
く
の
仲
間
、
家
族
に
支
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
弱
っ

た
頭
脳
、
心
、
腰
、
足
を
鍛
え
直
し
、
生
き
て
い
る
限
り
は
目
標
値
を
高

く
、
達
成
す
る
意
欲
を
も
っ
て
、
若
手
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
担
い
手
と
し

て
　
　
　
　
　

夢
か
現
実
か
、
あ
と
10
年

　

達
成
も
し
な
い
う
ち
か
ら
「
温
泉
に
の
ん
び
り
浸
か
っ
て
、
日
本
酒
を

ゆ
っ
く
り
飲
み
た
い
」
だ
け
で
は…

…

。

（
高
澤
委
員
）

嶋津　和文 委員

お世話になりました

（平成25年７月１日から）

担当地区

　紫雲寺

（小川、宮吉、真野代、長島、

中野、長者館、真野原外）

八百坂　勝祐さん

菅谷

夢
「
八
十
歳
」

夢
「
八
十
歳
」

農協選任委員が
交代しました
農協選任委員が
交代しました

心
の
友

き

や
ぶ

つつ
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　農地行政にかかる関係法令業務の適正･的確な遂行と地域農業の振興のため、遊休農地の解消や新規就農者も
含めた担い手の確保育成を「人・農地プラン」の策定や６次産業化に向けての支援について、市並びに関係機
関・団体との連携の下、目に見える活動を展開する。

　事業方針に基づいて、次のとおり審議するとともに、各部会において年間事業計画を策定して活動を展開する。

　　  　会議の開催

定例総会　　　　　　　月1回
農地等調査委員会　　　月1回（定例総会前に開催）
新規就農計画調査会　　必要に応じて

　　　  農地調整部会

　農地制度の適正な執行のため、遊休農地の解消対策や農業用施設用地の目的外使用も含めた無断転
用並びに農地の適正な利用状況の監視及び指導を主体とした活動を展開する。
○　農地パトロール
　・遊休農地の現地調査及び該当農地権利者への個別意向調査の実施
　・無断転用地の調査及び農地権利者への個別指導
　・農地管理状況等の現地確認調査及び不適切な管理の農地に対する個別指導の実施
○　農業振興地域整備に関する法律の適正な運用
　・農振農用地区域内にある農業用生産施設の現地確認調査

　　　  農政推進部会

　就業の場並びに多様な担い手の確保に向け、新規就
農支援や人・農地プランの推進など関係機関・団体と
連携した活動を主体に展開する。
○　担い手、認定農業者の確保・育成
・市内農業者と市及び農業関係機関・団体等との意
見交換会の開催

○　委員会活動の円滑化及び適正化に向けた各種研修
　　会の開催
　・委員会視察研修事業
　・農業者年金研修会

　　　  情報活動部会

　農業委員会活動をはじめ、農地行政にかかる関係法
令業務の適正な遂行のため各種情報の提供を主体に活
動を展開する。
○　農業委員会だより「さわやか」の発行
○　女性農業者組織への活動支援
　女性の視点での市農業施策との連携及び地域の活性
化など、相乗的な活動を促進する。

　平成25年度活動方針並びに事業計画について、５月30日開催の農業委員会総会で承認されました。この活動方

針並びに事業計画に際して、平成25年３月18日から４月18日までの間、市民のみなさんから意見等募集（パブ

リックコメント）を経て策定いたしました。(意見等募集結果　意見なし）

農業委員会活動方針並びに事業計画決定平成２5年度

１　活動方針

２　事業計画

８月は農地パトロール
強化月間です！

８月は農地パトロール
強化月間です！

現地確認も行います！
※農業委員会では、「農地パトロール」を実施、
「無断転用」や「遊休農地」の防止に努めて
います。
　　大切な農地を後世のために守りましょ
う！農地を農地以外に利用する場合は、必
ず転用許可や届け出が必要ですのでご注意
ください。また、当月は所有権移転された
農地について、作付け状況の現地確認も行
います。

※農地（田・畑）を（売買・贈与等）を行う場合
は、地元の農業委員にご相談ください。秘
密は堅く守られます。

平成25年8月号



今回は、松浦地区法正橋にお住まいの
相馬政春さんのお宅にお邪魔しました。
　　　　　　　　　　　　　（担当　六井委員）

　
相
馬
家
は
、
政
春
さ
ん
、
妻
の
愛

子
さ
ん
、
息
子
の
成
実
さ
ん
、
ご
両

親
の
政
雄
さ
ん
、
ト
ミ
イ
さ
ん
の
五

人
家
族
で
す
。

　
お
住
ま
い
の
法
正
橋
集
落
は
12
戸
、

そ
の
う
ち
の
農
家
が
８
戸
で
新
発
田

市
立
松
浦
小
学
校
の
あ
る
集
落
で
す
。

経
営
内
容
は
、
稲
作
5.5
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

養
豚
（
種
豚
48
頭
、
肉
豚
500
頭
）
を

政
春
さ
ん
、
愛
子
さ
ん
、
成
実
さ
ん

の
三
人
で
政
春
さ
ん
主
導
の
も

と
、
時
に
は
昼
夜
な
く
（
種
豚

の
出
産
の
為
）
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
政
春
さ
ん
は
昭
和
48
年
に

就
農
し
て
養
豚
に
力
を
注
ぎ
現

在
は
肉
豚
を
全
頭
JA
を
通
し
て

ブ
ラ
ン
ド
（
パ
イ
オ
ニ
ア
ポ
ー

ク
）
と
し
て
出
荷
し
て
い
ま
す
。

「
大
変
お
い
し
い
の
で
是
非
食

べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
」

　
家
族
協
定
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
か
と
奥
さ
ん
の
前
で
お
尋

ね
し
た
所
、
口
約
束
で
や
っ
て

ま
す
と
笑
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
又
、
政
春
さ
ん
の
趣
味
は
プ

ロ
レ
ス
観
戦
で
若
い
時
か
ら
時

間
が
あ
れ
ば
新
潟
ま
で
観
戦
に

行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
最
後
に
モ
ッ
ト
ー
は
あ
り
ま

す
か
と
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、

「
安
全
な
農
畜
産
物
を
提
供
で

き
る
様
、
家
族
で
日
々
努
力
し

て
行
き
た
い
。
」
と
言
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

安
心
安
全
な
農
畜
産
物
を
提
供
し
て
い
ま
す
！

編
集
委
員
長
　
　
五
十
嵐
　
隆
夫

編
集
委
員
　
　
藤
間
　
壽
久
・
六
井
　
憲
一
・
石
井
　
辰
彦

　
　
　
　
　
　
　
大
沼
　
敦
志
・
中
野
　
成
人
・
増
子
　
國
男
・
坂
野
井
　
政
之
・
古
田
　
光
浩

■
発
行
　
新
発
田
市
農
業
委
員
会
　
☎
0254-33-3119

　
　
　
　
〒
959-2492　

新
発
田
市
住
田
510番

地
■
印
刷
　
株
式
会
社
 福
島
印
刷

8
月
号

N
o.31
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INFORMATION
事務局人事異動

～よろしくお願いいたします～

～お世話になりました～

副参事 吉村　　隆 （社会福祉課から） 平成25年4月1日付

主　事 白井　美咲 （商工振興課から） 平成25年4月1日付
（豊浦支所兼務）

（豊浦支所兼務）

主　任 本間　智子（契約検査課へ） 平成25年4月1日付
係　長 大沼　申吉 （退職） 平成25年3月31日付

７、８、９月分 　　　平成２５年１１月８日
１０、１１、１２月分 　　　平成２６年２月１０日
＊ 現金納付の方は、口座振替日が納期限日となります。

全国農業新聞購読料（３ケ月分）の口座振替日をお知らせします。

農
地
移
動
申
請
〆
切
は
毎
月
10
日
で
す
。

農
地
移
動
申
請
〆
切
は
毎
月
10
日
で
す
。

　先般、農業委員と農業士会の若
い方々との意見交換があり、互い
に本音で語り合い、わずかの時間
でしたが、中味の濃いものであり
ました。なかなか後継者のいない
という中、この場は違う、農業に
真剣に取り組む姿、前向きな考え
方、何かたくましく大きく見えま
した。
　皆さんにお聞きすると農業を
やって楽しいとの答えが返ってき
ました。今考えると、かつて私の
40年前も彼らと同じだったと思い
ます。
　今回は大勢の中から、３名の方
を紹介させていただきました。今
後も皆さんのますますのご活躍を
期待します。

（五十嵐 委員）

編 ◆集 ◆後 ◆記編 ◆集 ◆後 ◆記

全国農業新聞を読もう!!全国農業新聞を読もう!!
週間　　金曜日発行

月600円、年7,200円月600円、年7,200円




